
ま え が き

幼児は抽象的思考が確立されていないので、座って頭で考える活動よりも、
おのずと、作ったり、遊んだりなどの身体を使った活動が主となる。子どもの
ときの経験や学びが、その後の基盤をつくることに異論がある人はいない。
このことから、保育者には、豊かな生活を創りながら、いかに子どもの学び
を深められるかが問われる。
子どもは大人が指示すると、指示されたとおりに活動する怖さがある。子ど
もは保育者を選べなければ、活動内容も選べない。保育者が用意した活動を、
受け入れるしかない。子どもの発達の鍵は、保育者しだいであることを自覚し
てもし過ぎることはない。
スムーズに活動が展開されているからといって、保育者は安心してはいけ
ない。問われるべきは、活動の質である。子どもが保育者に指示された活動を
して、無難な時間を過ごせばよいのではない。保育者と子どもが、共同で高み
に登っていく活動でなければならない。そのためには、造形活動の本質的な意
味、徹底的な教材研究・解釈、高みに登るための支援などを探究し続けなけれ
ばならない。
書店で幼児コーナーを見ると、作品づくりに関わるハウツー本であふれてい
る。造形活動は制作（作品づくり）を通して展開される以上、子どもが学びを
深めるための題材（作品づくり）を考えなければならない。保育者が個人で考
えるには限界があるので、図書などを参考にするのは当然であり、参考にしな
ければならない。
作品を作ることが目的なら、ハウツー本に書かれている作り方を参考にす
れば済む。しかし、作品づくりは手段であって、目的ではない。目的は、作品
づくりを通して何を学ぶかである。ハウツー本には、作り方の詳細は書かれて
いても、学びを深めるための根拠や構想まで書かれているものは少ない。保育
者には、吟味した題材を通して、子どもが学びを深めるための構想が求められ
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る。学びを深めるための構想なくして、保育は成立しない。
また、「どんな題材をどのように支援すればよいのか」にとどまるのではな
く、題材や支援に対する教育方法学的な根拠を持たなければならない。教授学
である。理論と言ってもよい。保育の現場は、この「教授学」に課題があると
思っている。
そこで、本書の前半は実践編として「発達を踏まえた描画材料や題材」及び

「造形活動の環境と記録」を紹介し、後半は理論編として「造形活動の本質的
な意味」を明らかにした。
本書が日常の造形活動を見直し、子どもが学びを深めるための「造形活動の
本質的な意味」「徹底的な教材研究・解釈」「高みに登るための支援」を考える
一助になれば幸いである。

2016年 12月
成田　孝
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